
1.一般会計の補正予葺の執行状況等 (特定 ) 8府省庁

検査の

背景

検査の

所見

状況

内閣は、法律上又は契約上国の義務に属する経費の不足を補うほか、予算作成後に生した事由に基づき特に緊要となつた経費の支出等に

必要な予算の追加を行う場合等に限り、既定の予算を変更する補正予算を作成  
‐

財政法等によれば、補正予算は、各府省等が予算を執行する際、既定の予算と区分することとはなつておらず、一体として執行

国の歳入歳出決算において、補正予葺に対する支出済議出額等は示されていない

予算現額のうち補正予算に係る額を特定して、その執行状況を具体的に把握することは、原則としてできない

平成28年度から令和5年度までの8年間における一般会計補正予算を対象として検査。歳出追加額は計185兆 5169億円

<4年度補正予算の概要>
歳出追加額32兆7005億円の97.1%(31兆7800億円)が経済対策に係るもの (4年度経済対策)

<4年度補正予算に係る予算科目の執行状況>

歳出追カロ額が計上されている予算科目1′285目のうち、補正予算で新たに設定された予葺現額の全てが歳出追加額である予葺科日は85目

(歳出追加額に係る執行状況を把握可能)。 85目 の歳出追加額計10兆 9123億円 (予算現額も同額)に対する翌年度繰越率は54。3%で、

歳出全体の予算現額に対する翌年度繰越率11.10/oよ り高く、歳出追加額の半分以上を繰越し

1,285日 (翌年度繰越額計16兆 5119億円)のうち、歳出追加額の金額と同額が翌年度に繰り越されているものは197目 (同2127億円)、

また、歳出追加額の全額に相当する額を超える額が翌年度に繰り越されているものは355目 (同8兆0250億円)

<4年度補正予算に係る事業別の執行状況>
4年度経済対策において施策登録された1,218事業 (歳出追加額22兆5257億 円)のうち、歳出追加額の上位6府省 (歳出追加額全体の

93.20/0)が 実施した1事業当たりの歳出追加額が100億円以上のものは158事業 (事業数全体の12.90/o)。 158事業のうち、補正予葺等の

予葺種別ごとの執行管理が行われていた138事業 (歳出追加額に係る執行状況を把握可能)では、予算現額のうち補正予算分

計18兆8597億円に対する翌年度繰越率は45。7%であり、予算現額計31兆 2440億円に対する翌年度繰越率33.90/oよ り高い

138事業のうち、34事業は補正予算現額 (計 1)Ь4873億円)の金額が5年度へ繰り越されており、これに流用等増減額等を加減した額

計1兆2358億円のうち、更に6年度へ繰り越されていたものが計228億円 (1.8%)、 5年度に不用とされたものが計5985億円 (48.4%)

<補正予算における財源の確保>
平成28年度から令和5年度までの補正予算の財源のうち、公債金の額は計148兆 6956億円 (財源の額計の74.50/o)

<補正予算の執行状況等に係る公表状況>
4年度経済対策のうち主要事業について、内閣府が予算の執行額等に係る情報や事業の進捗を示す情報を公表 (経済対策フォローアップ)

各府省庁等は、今後とも補正予葺に計上された予算の適切かつ効率的な執行に努めること

各府省庁等は、経済対策等のうち予算額が多額となつている事業や国民の関心が高い事業等について、引き続き、事業の特性等を

踏まえながら、その執行状況等について国民に分かりやすく情報を提供 していくこと
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補正予算の概要 (本文P547～549
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1.一般会計の補正予算の執行状況等 (特定) 8府省庁

検査の状況2-1 予算科目の執行状況 (令和4年度一般会計)(本文P555～ 560)

<翌年度繰越率等の状況> (単位 :日、億円)
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うち歳出追加額が

1計上されている

1予算科目

うち補正予算で

新たに設定され、

予算現額の全て

が歳出追加額で

ある予算科目

5兆9318 0/O

※ 歳出予算額 (当初予算額、補正予算額等の合計)に
前年度繰越額、予備費使用額等を加減した額

予算現額の全てが歳出追加額によるものである場合、例外的に補正予算

により追加された予算に係る額を特定して、その執行状況をす巴握可能

<1,285目に係る歳出追加率と翌年度繰越率の散布図>
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1.一般会計の補正予算の執行状況等 (特定 ) 8府省庁

事業別の執行状況 (4年度経済対策)(本文

"561持

569)

<4年度経済対策において馳票登録された事業数等> (単位:事業、億由) 偽

※ 1 して施策登録している事業を除く

※2 当初予算額、歳出追加額等の予算現額を構成するもの
 乱蝕

補正予算により追加された予算に係る額を特定して、

その執行状況を把握可能

<138事業の4年度の執行状況>
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予算現額31兆240億円に対する翌年度繰越率33.90/oよ り高い
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1.一般会計の補正予車の執行状況等 (特定 ) 8府省庁

(り 8円 )

一般会計の補正予算における財源の状況 (平成28年度～令和5年度)(本文P569ん570)
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事業ごとに、予算種別ごとの予算額及び予算額の

合計に対する各年度の執行額等
経済対策の進捗状況等を国民に対して丁寧に示すこと

は、ひいては補正予算の執行状況等の適切な管理、

また、説明責任の向上に資する

主要事業について、予算の執行額等に係る情報
(国庫補助金の交付決定額等)や事業の内容に

応して事業の進捗を示す情報等

画 その他 (税収等 )

_補 正予算の財源に占める

11
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補正予算で計上された公債金の額は

8年間で計 148,6兆 円

補正予算の財源に占める公債金の書J合は

8年間全体で74.5%

補正予葺により追加された予算に係る額を

特定してその執行状況を把握することは

原則としてできない

公表資料等名 公表主体 公表内容 ・ 0●

所見
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